
◎ 本日は、2024年3月期 第1四半期の決算説明会にご参加頂きまして、

誠にありがとうございます。

◎ 最初に、スライドの3ページをご覧ください。
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◎ 業績ハイライトです。

◎ 当第1四半期の営業利益は437億円、EBITDAは791億円となり、

ともに第1四半期としては過去最高となりました。

また、親会社株主に帰属する四半期純利益は306億円となりました。

◎ 4ページをご覧ください。
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◎ 当第1四半期における事業別のポイントについてご説明します。

◎ ANA国際旅客は、旺盛な海外発需要を取り込んだことに加えて、

イールドコントロールを徹底したことにより、収入は前年の2.7倍となり、

第1四半期の国際旅客収入として過去最高となりました。

◎ ANA国内旅客では、70周年セール第2弾などの需要喚起策を活用しながら、

コロナ前を超えるレジャー需要を獲得しました。

また、6月搭乗分から一部の運賃を値上げしたことも寄与し、

収入は前年から40%増加しました。

◎ ANA国際貨物は、柔軟な運航便の設定や三国間貨物の取り込みに努めたものの、

自動車関連や電子・半導体関連の主要商材の需要が減退した結果、

前年から大幅な減収となりました。

◎ Peachは、国内線でレジャー需要を獲得し、利用率が改善したことに加えて、

国際線でも旺盛な訪日需要を中心に取り込んだ結果、

売上高は前年から78%増加しました。

◎ 以上のとおり、回復する旅客需要を最適な運賃コントロールで取り込み、

トップラインが前年から大幅に増加したことが、業績の改善に繋がりました。

◎ 5ページをご覧ください。
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◎ 経営成績の概要です。

◎ 売上高は、前年から1,106億円増加の、4,610億円となりました。

国際旅客事業が好調に推移したことなどにより、前年から大幅な増収となりました。

◎ 営業費用は4,172億円となりました。

生産量の回復や物価の上昇などにより前年から増加しましたが、

引き続きコストマネジメントを徹底したことで、655億円の増加に留めました。

◎ これらの結果、営業利益は437億円、経常利益は432億円、

親会社株主に帰属する四半期純利益は306億円となりました。

◎ 6ページをご覧ください。

5



◎ 財政状態です。

◎ 総資産は3兆4,653億円、自己資本は9,127億円となり、

自己資本比率は26.3パーセントとなりました。

また、有利子負債は1兆5,729億円、デット・エクイティ・レシオは1.7倍となりました。

◎ 当四半期末における手元流動性資金は、1兆2,537億円となったことから、

純有利子負債をベースとした、ネットデット・エクイティ・レシオは、0.3倍となりました。

◎ 7ページをご覧ください。
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◎ キャッシュフローです。

◎ 営業キャッシュフローは、1,394億円の収入となりました。

夏場の高需要期に向けて、航空券の事前発売が増加したことも寄与しました。

◎ 投資キャッシュフローは、航空機の受領や前払いを進めたことなどにより、

692億円の支出となりました。

◎ 財務キャッシュフローは、借入金の返済などにより、432億円の支出となりました。

◎ 実質フリーキャッシュフローは、1,103億円の収入となりました。

◎ 8ページをご覧ください。

7



◎ セグメント別の実績です。

◎ 航空関連事業では、空港ハンドリングや機内食関連の受託が増えたことなどにより、

増収増益となりました。

◎ 旅行事業では、国内旅行のダイナミックパッケージを中心に、増収となりました。

◎ 商社事業は、空港リテール事業の回復が続いたことなどにより、増収増益となりました。

◎ 10ページをご覧ください。
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◎ 航空事業における、営業利益の前年比較です。

◎ 売上高は、貨物事業で減収となりましたが、

ANAとPeachの両ブランドで旅客収入を伸ばしたことで、

全体で1,043億円の増加となりました。

◎ 営業費用は、生産連動費用や人件費などが増加したことで、

前年から599億円増加しました。

◎ これらの結果、営業利益は443億円改善し、423億円となりました。

◎ 12ページをご覧ください。
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◎ ANA国際旅客の状況です。

右のグラフは、四半期別のコロナ前比の推移をお示ししています。

◎ 当第1四半期は、サマーダイヤから羽田発着路線を大幅に増強し、

旺盛な米中流動を獲得したほか、訪日需要も堅調に回復したことなどにより、

旅客キロはコロナ前の約7割となりました。

◎ 一方、各方面で需給バランスが逼迫した状況が続いており、

イールドはコロナ前の1.4倍を超える水準を維持しました。

◎ 続いて、13ページをご覧ください。
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◎ 方面別の供給と需要の推移です。

◎ 北米方面は、生産量をコロナ前の9割程度まで回復し、

好調な訪日客や米中間の三国流動を取り込んでいます。

◎ 欧州方面では、ロシア上空を迂回した運航が続いており、生産量はコロナ前の半分程度ですが、

日本発の業務渡航や訪日需要を着実に取り込んでいます。

◎ 中国方面は、団体旅行の規制が続いているため、旅客キロはコロナ前の約2割にとどまっています。

今後の動向を注視しながら、需要に合わせて生産量を回復していきます。

◎ アジア・オセアニア方面では、海外発・日本発ともに、需要が堅調に増加しており、

旅客キロは、コロナ前の75％程度まで回復しました。

◎ 16ページをご覧ください。
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◎ ANA国内旅客の状況です。

右の四半期別実績のグラフをご覧ください。

◎ 当第1四半期は、レジャー需要が好調に推移した結果、

旅客数はコロナ前の約85%となりました。

◎ 単価は、各種セールを実施する中でも、

メリハリのあるイールドマネジメントを実施したことに加えて、

6月からの値上げの効果もあり、コロナ前の水準を維持しました。

◎ 19ページをご覧ください。
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◎ ANA国際貨物の状況です。

右のグラフで、貨物重量と単価について、コロナ前との比較をお示ししています。

◎ 主要商材の需要減退が続いたため、

当第1四半期の貨物重量はコロナ前を下回って推移しました。

◎ 単価も、需給バランスの緩和に伴い下落基調が続いていますが、

コロナ前と比較すると、1.8倍の水準を維持しています。

◎ 22ページをご覧ください。
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◎ Peachの状況です。

◎ 当第1四半期は、国内線でレジャー需要を着実に獲得したことに加えて、

昨年8月以降、順次再開している国際線も好調に推移した結果、

座席利用率は、内際合計で84%に向上しました。

◎ 右側には、サマーダイヤ以降の国際線の路線展開をお示ししています。

今後も需要動向に応じて、積極的に国際線を拡大していきます。

◎ 25ページをご覧ください。
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◎ 足元の需要動向について、ご説明します。

◎ 1番のANA国際旅客の旅客数は、概ね計画通りに推移しています。

海外エアラインの供給量や、中国の規制の動向を注視しながら、

引き続きイールドコントロールを徹底し、さらなる増収を目指します。

◎ 2番のANA国際貨物は、第2四半期も需要の弱含みが続く見通しです。

フレイターの運航規模を柔軟に調整しながら、収支の最大化を図ります。

◎ 3番の国内旅客は、7月以降もレジャー需要が好調に推移する見通しです。

ANAとPeachの両ブランドで多客期の需要を最大限に獲得していきます。

◎ 最後に、29ページをご覧ください。
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◎ 先般、日本郵船株式会社との間で、

株式交換により、当社がNCA社の全株式を取得することについて最終合意しました。

◎ 当社が本株式交換により交付する株式は、自己株式から充当する予定です。

◎ 今後の予定として、関係当局の認可が得られることを前提に、

10月1日を効力発生日として株式交換を実施し、

その後に当社業績予想への影響について精査致します。

◎ 以上で、説明を終わります。ご清聴ありがとうございました。
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